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カンコーホームルームは、学生を取り巻く環境や子どもたちの意識・ライフスタイルについて、
多角的に調査・分析し、その結果をお届けしています。
ホームページでは、今回ご紹介した調査データ以外にも様々な情報を掲載しております。

http://kanko-gakuseifuku.co.jp

 カンコーホームルーム ～学生を読み解くデータ集～
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更新

日本の高校では８割以上の学校で学校制服が採用されています。制服のタイプは、ブレザー、詰襟、セーラーなどの
ほか、スーツやイートン、ワンピースなどがバリエーションが豊富です。
今回、６か国の高校生の調査によると、日本は制服が「好き」（２２．０％）、「やや好き」（３６．０％）を合わせると約６
割の高校生が制服は好きという結果になりました。日本以外の国でも、イギリス、オーストラリア、韓国、中国において
半数以上の高校生が制服は好きと回答していることから、制服は様々な国で支持されているようです。また、学校制服
が「必要」という回答は、中国（７３．０％）、韓国（６３．０％）、日本（６２．０％）、イギリス（５４．０％）、オーストラリ
ア（４６．０％）、アメリカ（１５．０％）という結果となり、アジアで制服の必要性は高いということがわかりました。学
校制服が「必要」と思う理由は、制服を着ることでポジティブな気持ちへと気分の変化が起こることや、いじめや差別
が防止できることや防犯につながるなどのメリットが多く聞かれました。一方、「不要」と思う理由としては、私服と比べ
たときに着心地や見た目が悪いことや、自己表現できないというデメリットが聞かれました。いずれの国においても、
高校生にとって、制服は毎日着る服だからこそ、着たときの着心地の良さや見た目の良さが求められているようです。
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